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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　梁材を組み合わせて形成し且つ建物の外側で前記建物の床梁に沿う方向に並設させて隣
接させた複数の床パネルと、
　前記建物の構造体に配置して前記隣接する一対の前記床パネルを取付ける並設部取付金
具と、を備え、
　前記建物は並設されて互いに隣接し且つ前記床梁を有する一対の建物ユニットを備え、
　前記並設部取付金具は、前記床梁側の部分に位置させて一対の前記建物ユニットの隣接
部の前記床パネル側の部分に取り付けられた取付部と、該取付部から前記床パネルの張出
し方向に沿って突出する突出部と、を有すると共に、
　前記一対の床パネルの隣接する梁材を前記並設部取付金具の突出部を挟むように前記突
出部に接合することにより、前記床パネルを前記建物から張出して形成するバルコニーで
あって、
　前記取付部は一対の前記建物ユニットの隣接部に跨がるように取り付けられていること
を特徴とするバルコニー。
【請求項２】
　請求項１に記載のバルコニーにおいて、前記並設部取付金具は、前記取付部と、前記突
出部である第一突出部と、前記取付部から前記隣接する建物ユニット間に突出して前記建
物ユニットの床梁間に挟まれ且つ前記建物ユニットの隣接する床梁に接合される第二突出
部を備えることを特徴とするバルコニー。
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【請求項３】
　請求項２に記載のバルコニーにおいて、
　並設された一対の建物ユニットは前記床パネル側に位置して互いに隣接する柱を有し、
　前記並設部取付金具の取付部は前記床梁に対応する位置で隣接する前記柱の前記床パネ
ル側の面に跨がって取り付けられていることを特徴とするバルコニー。
【請求項４】
　請求項１に記載のバルコニーにおいて、
　前記並設部取付金具の前記取付部は、隣接する前記建物ユニットの一方に取付ける平板
鋼板からなる第一取付部と、隣接する前記建物ユニットの他方に取付ける平板鋼板からな
る第二取付部を有し、
　前記第一,第二取付部は、それぞれ前記床パネル張出し方向に突出する突出部保持板お
よび桁梁保持板と、を備え、
　前記第一，第二取付部の突出部保持板間に帯状の平板鋼板を挟んで固定することにより
、前記平板鋼板が前記突出部として設けられていると共に、
　前記突出部が前記床パネルの隣接する妻梁間に挟まれるように接合され、
　前記第一、第二取付部に設けられた前記桁梁保持板に隣接する前記床パネルの桁梁がそ
れぞれ取り付けられたことを特徴とするバルコニー。
【請求項５】
　請求項４に記載のバルコニーにおいて、
　並設された一対の建物ユニットは前記床パネル側に互いに隣接する柱を有し、
　前記第一取付部は互いに隣接する前記柱の一方の前記床パネル側の面に取付けられ、前
記第二取付部は互いに隣接する前記柱の他方の前記床パネル側の面に取付けられているこ
とを特徴とするバルコニー。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか一項に記載されたバルコニーにおいて、
　前記突出部は、少なくとも取付ける前記床パネルの梁材の略半分の長さを有することを
特徴とするバルコニー。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれか一項に記載されたバルコニーにおいて、
　前記床パネルの梁材のうち前記突出部に接合する一方の梁材の梁背は、該突出部に接合
しない対向する位置にある他方の梁材の梁背より低く形成することを特徴とするバルコニ
ー。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれか一項に記載されたバルコニーにおいて、
　前記突出部の板背は、前記床パネルの仕上がり面より上に突出しないように形成するこ
とを特徴とするバルコニー。
【請求項９】
　請求項１から請求項８のいずれか一項に記載されたバルコニーにおいて、
　前記建物の構造体は、前記床パネルの前記建物に沿う梁材を下方から支持する受金具を
有することを特徴とするバルコニー。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９のいずれか一項に記載されたバルコニーにおいて、
　前記突出部は、突出方向に並ぶ複数の取付孔を有し、
　該複数の取付孔は、前記取付部側に配置したものほど前記突出部の下端からの距離が小
さいことを特徴とするバルコニー。
【請求項１１】
　請求項１から請求項１０のいずれか一項に記載のバルコニーを備えることを特徴とする
ユニット建物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】



(3) JP 5520002 B2 2014.6.11

10

20

30

40

50

【０００１】
　本発明は、バルコニー及びこれを備えたユニット建物に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、住宅のバルコニーとして下階の建物ユニットの上に設けられるものや、下階の建
物ユニットがなく片持ち状に張り出すものなどが知られている。
【０００３】
　例えば特許文献１には、複数の孔を有する取付金具を建物に取付け、この複数の孔に対
応する複数の孔をバルコニー側にも設け、いずれかひとつの孔を合致させた状態で棒材を
挿入し、この孔を回転中心として傾斜させてすべての孔を合致させるバルコニーの取付方
法が開示されている。この構成によれば、きわめて容易かつ迅速に取付作業をおこなうこ
とができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特公平７－６８７２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前記特許文献１では、建物に取付けた取付金具が建物の前面より前方に
突出しているため、バルコニー内に取付金具が突出することとなり、カバーを設ける必要
があった。
【０００６】
　また、床パネル全体の厚みに配慮したものではなかったため、床パネル全体の厚みが大
きくなり、居室内からバルコニーへ出入りしにくいものとなっていた。
【０００７】
　そこで、本発明は、床パネルの梁背を低くするとともに取付金具の板背を低くして、床
パネル全体の厚みを薄くできるバルコニーと、このバルコニーを備えたユニット建物と、
を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するために、本発明のバルコニーは、梁材を組み合わせて形成し且つ建
物の外側で前記建物の床梁に沿う方向に並設させて隣接させた複数の床パネルと、前記建
物の構造体に配置して前記隣接する一対の前記床パネルを取付ける並設部取付金具と、を
備え、前記建物は並設されて互いに隣接し且つ前記床梁を有する一対の建物ユニットを備
え、前記並設部取付金具は、前記床梁側の部分に位置させて一対の前記建物ユニットの隣
接部の前記床パネル側の部分に取り付けられた取付部と、該取付部から前記床パネルの張
出し方向に沿って突出する突出部と、を有すると共に、前記一対の床パネルの隣接する梁
材を前記並設部取付金具の突出部を挟むように前記突出部に接合することにより、前記床
パネルを前記建物から張出して形成するバルコニーであって、前記取付部は一対の前記建
物ユニットの隣接部に跨がるように取り付けられていることを特徴とする。
【０００９】
　また、前記並設部取付金具は、前記取付部と、前記突出部である第一突出部と、前記取
付部から前記隣接する建物ユニット間に突出して前記建物ユニットの床梁間に挟まれ且つ
前記建物ユニットの隣接する床梁に接合される第二突出部を備える構成とすることができ
る。
　更に、並設された一対の建物ユニットは前記床パネル側に位置して互いに隣接する柱を
有し、前記並設部取付金具の取付部は前記床梁に対応する位置で隣接する前記柱の前記床
パネル側の面に跨がって取り付けられている構成とすることができる。
【００１０】
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　また、前記並設部取付金具の前記取付部は、隣接する前記建物ユニットの一方に取付け
る平板鋼板からなる第一取付部と、隣接する前記建物ユニットの他方に取付ける平板鋼板
からなる第二取付部を有し、前記第一,第二取付部は、それぞれ前記床パネル張出し方向
に突出する突出部保持板および桁梁保持板と、を備え、　前記第一，第二取付部の突出部
保持板間に帯状の平板鋼板を挟んで固定することにより、前記平板鋼板が前記突出部とし
て設けられていると共に、前記突出部が前記床パネルの隣接する妻梁間に挟まれるように
接合され、前記第一、第二取付部に設けられた前記桁梁保持板に隣接する前記床パネルの
桁梁がそれぞれ取り付けられた構成とすることができる。
　更に、並設された一対の建物ユニットは前記床パネル側に互いに隣接する柱を有し、前
記第一取付部は互いに隣接する前記柱の一方の前記床パネル側の面に取付けられ、前記第
二取付部は互いに隣接する前記柱の他方の前記床パネル側の面に取付けられている構成と
することができる。
【００１１】
　また、前記突出部は、少なくとも取付ける前記床パネルの梁材の略半分の長さを有する
ことが好ましい。
【００１２】
　そして、前記床パネルの梁材のうち前記突出部に接合する一方の梁材の梁背は、該突出
部に接合しない対向する位置にある他方の梁材の梁背より低く形成する構成とすることが
できる。
【００１３】
　そして、前記突出部の板背は、前記床パネルの仕上がり面より上に突出しないように形
成する構成とすることができる。
【００１４】
　そして、前記建物の構造体は、前記床パネルの前記建物に沿う梁材を下方から支持する
受金具を有する構成とすることができる。
【００１５】
　そして、前記突出部は、突出方向に並ぶ複数の取付孔を有し、該複数の取付孔は、前記
取付部側に配置したものほど前記突出部の下端からの距離が小さい構成とすることができ
る。
【００１６】
　そして、本発明のユニット建物は、上記したいずれか一項に記載のバルコニーを備える
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　このように、本発明のバルコニーは、床パネルと並設部取付金具とを備え、この床パネ
ルを建物から張出して配置するバルコニーであって、前記並設部取付金具は、前記建物の
構造体に固定する取付部と、該取付部から前記床パネルの張出し方向に沿って突出する突
出部と、を有している。
【００１８】
　したがって、並設部取付金具によって床パネルを建物の構造体に取付ける際に、並設部
取付金具の突出部によって床パネルの梁材を補強できるので、突出部の梁背を低くしつつ
、梁材によって突出部を補強して突出部の板背を低くすることで、床パネル全体の厚みを
薄くできる。
【００１９】
　しかも、並設部取付金具の突出部が並設された床パネルの隣接する梁材間に挟まれて接
合するので、一対の梁材で突出部を挟み込むことで、梁材同士でも補強しあうことができ
、梁背及び板背をさらに低くすることができて床パネル全体の厚みを薄くできる。
【００２０】
　尚、取付部を建物に沿う板材により形成し、突出部を取付部の中心よりも、接合する床
パネルの梁材側に偏位した位置から突出する場合では、突出部の梁材取付け面の裏側に生
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じる空間を利用して床パネルの梁材を突出部に取付けることができ、作業性の向上を図る
ことができる。また、床パネルの表面に床板を設置可能な領域を拡大することができ、建
物施工現場での工程を低減することができる。
【００２１】
　そして、突出部を、少なくとも梁材の略半分の長さを有するように形成することで、突
出部によって効果的に梁材を補強することができる。
【００２２】
　そして、床パネルの梁材のうち突出部に接合する一方の梁材の梁背を、突出部に接合し
ない対向する位置にある他方の梁材の梁背より低く形成することで、床パネル全体の厚み
を薄くしつつも、他方の梁材によって床パネル全体の剛性を維持できる。
【００２３】
　そして、突出部の板背を、床パネルの仕上がり面より上に突出しないように形成するこ
とで、突出部を保護するためのカバーを設ける必要がなくなる。
【００２４】
　そして、建物の構造体が、床パネルの建物に沿う梁材を下方から支持する受金具を有す
ることで、床パネルを薄くした場合でも撓みや振動を抑制して安定した歩行感を得ること
ができる。
【００２５】
　そして、突出部が突出方向に並ぶ複数の取付孔を有し、これらの複数の取付孔が、取付
部側に配置したものほど突出部の下端からの距離が小さいことで、梁材の水平調整を容易
に行うことができ、取付精度及び作業性の向上を図ることができる。
【００２６】
　そして、本発明のユニット建物が、上記したいずれかのバルコニーを備えることで、バ
ルコニーの床パネルが所定の剛性を有しつつも、床パネル全体の厚みを薄くしたユニット
建物となる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】床パネル取付用の並設部取付金具が設けられた参考例１のバルコニーの分解斜視
図である。
【図２】図１のバルコニーを備えるユニット建物全体の構成を説明する斜視図である。
【図３】図１のバルコニーの構成を説明する断面図である。
【図４】図１のバルコニーの並設部の構成を説明する平面図である。
【図５】図１のバルコニーの並設部の構成を説明する断面図である。
【図６】図１のバルコニーの並設部取付金具の構成を説明する斜視図である。
【図７】図１のバルコニーの出隅部の構成を説明する平面図である。
【図８】図１のバルコニーの取付金具の構成を説明する斜視図である。
【図９】図１の並設部取付金具とは異なる構成の並設部取付金具が用いられた参考例２の
バルコニーの説明図であり、(a)は分解斜視図、(b)は平面図である。
【図１０】この発明にかかるバルコニーの並設部取付金具の説明図であり、(a)は斜視図
、(b)は要部平面図、(c)は正面図である。
【図１１】この発明にかかるバルコニーの並設部取付金具の変形例１を説明する分解斜視
図である。
【図１２】この発明にかかるバルコニーの並設部取付金具の変形例２を説明する斜視図で
ある。
【図１３】図１２に示す並設部取付金具を適用したバルコニーの並設部の構成を示す平面
図である。
【図１４】(a)は図１３におけるＡ－Ａ断面図であり、(b)は図１３におけるＢ－Ｂ断面図
であり、(c)は図１３におけるＣ－Ｃ断面図である。
【図１５】図１３に示すバルコニーの並設部の側面図である。
【図１６】図１のバルコニーの出隅部の他の構成を説明する変形例３の説明図であり、(a
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)は平面図、(b)は図１６(a)におけるＤ－Ｄ断面図である。
【図１７】図１の並設部取付金具とは異なる並設部取付金具を用いた参考例３のバルコニ
ーの斜視図である。
【図１８】参考例３のバルコニーの並設部の構成を説明する分解斜視図である。
【図１９】参考例３のバルコニーの構成を説明する建物の桁に沿った断面図である。
【図２０】参考例３のバルコニーの取付金具の構成を説明する説明図であり、(a)は斜視
図、(b)は側面図、(c)は正面図である。
【図２１】参考例３のバルコニーの並設部を説明する平面図である。
【図２２】参考例３のバルコニーの並設部を説明する断面図である。
【図２３】参考例３のバルコニーの並設部の変形例を説明する断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
[構成]
【００２９】
　図１は、床パネル取付用の並設部取付金具が設けられた参考例１のバルコニーの分解斜
視図である。また、図２は、図１のバルコニーを備えるユニット建物全体の構成を説明す
る斜視図である。
【００３０】
　参考例１のユニット建物（建物）１は、図２に示すように、基礎の上に設置された１階
部分となる複数の建物ユニット１１,…と、この建物ユニット１１,…の上に設置された２
階部分となる複数の建物ユニット１２,…と、２階部分の建物ユニット１２,１２の前面に
片持ち状に張出したバルコニー２,２と、建物ユニット１２,…の上に設置された屋根パネ
ルと、を備えている。
　この参考例１は、図１０～図１５に示した本発明に係るバルコニー及びユニット建物の
説明のため、本発明に係るバルコニー２が建物ユニット１２に取り付けられるバルコニー
取付位置と、本発明に用いられるバルコニー取付構造（後述）以外のバルコニーの基本的
構造および建物ユニット１２の基本的構造を示したものであ　る。尚、図２のバルコニー
２，２は、図１の床パネル２６，２６を有する。
【００３１】
　なお、この図２ではユニット建物１は２階の建物となっているが、少なくとも２階以上
であればよく、３階以上の建物としてもよい。また、地下部分がある場合など１階部分に
も適用できる。
【００３２】
　この建物ユニット１１,１２は、建物の構造体として、矩形の頂点（コーナ部）に配置
された４本の柱と、この柱の下端間を連結した４本の床梁と、この柱の上端間を連結した
４本の天井梁とからなる骨組み構造体（全体不図示）を備えている。
　２階の建物ユニット１２の骨組み構造体は、図１３に示すように、桁側の床梁１２ａ，
妻側の床梁１２ａ、及び柱１２ｂを有する。この図１３から明らかなように、桁側の床梁
１２ａは床パネル２６側に位置して左右方向（桁方向）に延びており、妻側の床梁１２ａ
は上下方向（妻方向）に延びている。また、柱１２ｂは桁側の床梁１２ａと妻側の床梁１
２ａとの接合部（コーナ部）に設けられている。しかも、図１，図２，図１３では２階の
建物ユニット１２，１２が隣接して並設されている。この図１３では、建物ユニット１２
，１２の柱１２ｂ，１２ｂが床パネル２６，２６側に位置している。尚、図１では、桁側
の床梁１２ａのみが図示されている。
【００３３】
　ここにおいて、この骨組み構造体では柱１２ｂとして角形鋼管などを使用することがで
きる。さらに、床梁１２ａおよび天井梁（図示せず）として、溝形鋼などを使用すること
ができる。
【００３４】
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　そして、ユニット建物１には、図１,２に示すように、２階の建物ユニット１２,１２の
前面に、下方に支持する構造体がなく、片持ち状に張出したバルコニー２,２が設けられ
ている。
【００３５】
　このバルコニー２,２の床パネル２６は、梁材としての妻梁２１,２１及び桁梁２２,２
２を矩形に組み合わせて形成されている。また、バルコニー２，２は、床パネル２６を建
物ユニット１２の床梁１２ａに取付ける取付金具として、取付金具３１、並設部取付金具
３２、受金具３３を有する。この取付金具３１、並設部取付金具３２、受金具３３は、図
１から明らかなように、建物ユニット１の桁側の床梁１２ａの床パネル２６側の部分に配
置され（取付られ）ている。
　尚、バルコニー２，２は、図２から明らかなように、ユニット建物１の外側に配設され
ていて、2階部分の建物ユニット１２，１２にそれぞれ対応させられている。また、バル
コニー２，２は、図２から明らかなように、互いに連設されていて、実質的に一つのバル
コニーを構成している。更に、図１の床パネル２６,２６は、建物ユニット１の妻方向（
短辺方向）に並設されている。即ち、床パネル２６，２６は、図１から明らかなように、
ユニット建物１の桁梁である床梁１２ａ，１２ａに沿って並設されて、実質的に一つのバ
ルコニーの床を形成する。しかも、この一対の床パネル２６,２６は、図１から明らかな
ように互いに隣接させられている。
【００３６】
　それぞれのバルコニー２は、図１,４に示すように、構造体として短辺方向に配置され
る妻梁２１,２１と、長辺方向に配置される桁梁２２,２２と、対向する桁梁２２,２２間
に架け渡される小梁２３,…と、隅角部に立設される支柱２４,２４,２４と、支柱２４,２
４間に架け渡される手摺２５,２５と、を備えている。
【００３７】
　この妻梁２１,２１は、断面Ｃ字状の鋼材によって形成されるもので、並設部取付金具
３２の突出部３２ｂと接合される一方の妻梁２１の梁背は、床パネル２６の仕上がり面よ
り上に突出しないように、対向する他方の妻梁２１の梁背よりも低く形成されている。
【００３８】
　加えて、後述する図７に示すように、対向する他方の出隅部の妻梁２１の端面には、取
付部２１ａが溶接され、この取付部２１ａに直交して突出部２１ｂが溶接されている。
【００３９】
　さらに、桁梁２２,２２は、断面Ｃ字状の鋼材によって形成されるもので、ユニット建
物１に近い一方の桁梁２２の梁背は、２階の建物ユニット１２内の床レベルとバルコニー
２内の床レベルとが略同一となるように、対向する桁梁２２の梁背よりも低く形成されて
いる。
【００４０】
　そして、この妻梁２１と桁梁２２とが矩形に組み合わされた上で、桁梁２２,２２間に
小梁２３,…が配置され、小梁２３,…の上に野地板、防水シート、塩ビ被覆鋼板などが貼
設され、小梁２３,…の下に軒天受合板を介して合板が貼設されて、床パネル２６が形成
される。
【００４１】
　また、並設部や入隅部などに配置される並設部取付金具３２は、図４,５,６に示すよう
に、並設されるバルコニー２,２の隣接する妻梁２１,２１の両方を支持している。
【００４２】
　この並設部取付金具３２は、鋼板によって形成されるもので、ユニット建物１の２階の
建物ユニット１２の構造体としての床梁１２ａに取付けられる取付部３２ａと、隣接する
梁材としての妻梁２１,２１の間に挟まれて接合される突出部３２ｂと、を備えている。
【００４３】
　この取付部３２ａは、図６に示すように、鋼板などによって平板状に形成されるもので
、板面の中央からやや下方に突出部３２ｂが溶接によって突設されているとともに、上方
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と中央付近にはボルトなどによって床梁１２ａに取付けるための取付孔が設けられている
。
【００４４】
　また、突出部３２ｂは、図６に示すように、鋼板などによって断面逆Ｔ字の板状に形成
されるもので、一端が取付部３２ａに溶接によって固定されたうえで補強板３２ｅ,３２
ｅによって補強されるとともに、ウェブ３２ｃとフランジ３２ｄには妻梁２１を固定する
ための固定孔が設けられている。
【００４５】
　したがって、並設部取付金具３２の突出部３２ｂのウェブ３２ｃは、両方の妻梁２１,
２１のウェブにボルトなどによって固定され、突出部３２ｂのフランジ３２ｄは、両方の
妻梁２１,２１の下フランジにボルトなどによって固定される。
【００４６】
　そして、この突出部３２ｂの突出方向の長さは、妻梁２１に対する補強効果が大きくな
るように、少なくとも隣接する妻梁２１の全長の略半分の長さを有するように形成されて
いる。なお、この突出部３２ｂの突出方向の長さは、妻梁２１の長さと略同一に形成され
ることが補強効果の面からは好ましい。
【００４７】
　加えて、この突出部３２ｂのウェブ３２ｃの高さである梁背は、床パネル２６の仕上が
り面よりも上に突出しないように形成されている。
【００４８】
　そして、出隅部に配置される取付金具３１は、鋼板によって形成されるもので、図７,
８に示すように、バルコニー２の出隅部の妻梁２１を支持している。
【００４９】
　この出隅部の取付金具３１は、ユニット建物１の２階の建物ユニット１２の構造体とし
ての柱１２ｂに取付けられる取付部３１ａと、梁材としての妻梁２１に取付けられる突出
部３１ｂと、を備えており、取付板１２ｃで補強された柱１２ｂに取付けられている。
【００５０】
　したがって、図７に示すように、出隅部の取付金具３１の突出部３１ｂと、出隅部の妻
梁２１の突出部２１ｂと、がボルトなどによって固定されることで、出隅部において床パ
ネル２６が建物の構造体に取付けられる。
【００５１】
　さらに、２階の建物ユニット１２の桁方向中央近傍に配置される受金具３３は、バルコ
ニー２のユニット建物１に近いほうの桁梁２２の中央近傍を支持している。
【００５２】
　この受金具３３は、鋼板を略Ｌ字状に折り曲げて形成されるもので、一方の面がボルト
などによって２階の建物ユニット１２の床梁１２ａに取付けられ、他方の面が床パネル２
６の桁梁２２を支持した状態で桁梁２２とボルトなどによって固定されている。
【００５３】
　次に、上述した参考例１のバルコニーの作用・効果について説明する。
【００５４】
　(1) このように、バルコニー２,２は、床パネル２６と、床パネル２６を取付ける取付
金具３１及び並設部取付金具３２と、を備えており、床パネル２６が建物ユニット１２か
ら張出して形成するものである。
【００５５】
　そして、取付金具である並設部取付金具３２は、建物の構造体としての床梁１２ａに固
定する取付部３２ａと、この取付部３２ａから床パネル２６の張出し方向に沿って突出す
る突出部３２ｂと、を有している。
【００５６】
　このため、並設部取付金具３２の突出部３２ｂによって妻梁２１を補強して梁背を低く
しつつ、妻梁２１によって突出部３２ｂを補強して突出部３２ｂの板背を低くすることが
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でき、床パネル２６全体の厚みを薄くすることができる。
【００５７】
　そして、参考例１のバルコニー２では、床パネル２６を建物ユニット１２に沿って並設
し、取付金具である並設部取付金具３２は、床パネル２６,２６の隣接する妻梁２１,２１
の両方を取付ける構成であり、突出部３２ｂは、隣接する妻梁２１,２１の間に挟まれて
接合する。
【００５８】
　したがって、バルコニー２の下方に別の建物ユニットがないような場合であっても、並
設部取付金具３２によって床パネル２６を建物の構造体に取付けることができる。
【００５９】
　加えて、並設部取付金具３２の突出部３２ｂによって妻梁２１を補強して妻梁２１の梁
背を低くしつつ、妻梁２１によって突出部３２ｂを補強して突出部３２ｂの板背を低くす
ることで、床パネル２６全体の厚みを薄くできる。
【００６０】
　すなわち、並設部では、一方の妻梁２１と並設部取付金具３２と他方の妻梁２１との３
つの部材が互いに補強しあうことによって、それぞれの部材の高さを抑制できる。
【００６１】
　(2) そして、並設部取付金具３２の突出部３２ｂは、少なくとも梁材としての妻梁２１
の略半分の長さを有するように形成されることで、突出部３２ｂによって効果的に妻梁２
１を補強することができる。
【００６２】
　つまり、バルコニー２に荷重が作用した場合に曲げモーメントが大きくなる、妻梁２１
付け根近傍の所定範囲を並設部取付金具３２によって補強することで、妻梁２１の梁背を
低く抑えることができる。
【００６３】
　(3) また、床パネル２６の梁材のうち突出部３２ｂと接合される一方の梁材としての妻
梁２１の梁背は、対向する他方の妻梁２１の梁背より低く形成されることで、床パネル２
６全体の厚みを薄くしつつも、他方の梁材としての妻梁２１によって床パネル２６全体の
剛性を維持できる。
【００６４】
　すなわち、バルコニー２どうしが接合される並設部においては仕上がり面より上に一方
の妻梁２１が突出しないようにすることで、部品点数を削減できる、施工性が向上する、
通行の際の障害物がなくなる、外観意匠が向上する、などの効果が達成される。
【００６５】
　加えて、出隅部においては仕上がり面より上に他方の妻梁２１が突出しても、バルコニ
ー２の壁内に突出するだけで問題は少ないため、梁背を高くして床パネル２６全体の剛性
を上げている。
【００６６】
　(4) さらに、出隅部の取付金具３１は、建物の構造体としての柱１２ｂに取付けられる
取付部３１ａと、床パネル２６の梁材としての妻梁２１や桁梁２２に取付けられる突出部
３１ｂと、を備えるとともに、突出部３１ｂの板背は、床パネル２６の仕上がり面より上
に突出しないように形成されることで、突出部３１ｂを保護するためのカバーを設ける必
要がなくなる。
【００６７】
　つまり、参考例１以前は、取付金具３１の突出部３１ｂが床パネル２６の仕上がり面よ
り上に突出していたため、これを覆おうためのカバーを設けることが必要であった。そこ
で、突出部３１ｂの板背（高さ）を抑制することで、取付強度はやや劣るものの必要な強
度は確保しつつカバーを不要にした。
【００６８】
　(5) また、建物の構造体としての床梁１２ａには、床パネル２６の建物に沿う梁材とし
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ての桁梁２２を下方から支持する受金具３３が配置されることで、床パネル２６を薄くし
た場合でも撓みや振動を抑制して安定した歩行感を得ることができる。
【００６９】
　すなわち、床パネル２６を薄くすると、それに伴って荷重による撓みや振動などが問題
となることが予測されるため、これを防ぐために桁梁２２の途中部分を支持して固有振動
数を変化させることで歩行感を向上させている。
【００７０】
　(6) そして、ユニット建物１は、上記したいずれかのバルコニー２を備えることで、バ
ルコニー２の床パネル２６が所定の剛性を有しつつも、床パネル２６全体の厚みを薄くし
たユニット建物１となる。
【００７１】
　加えて、このようにバルコニー２の床パネル２６を薄くして床レベルを下げることがで
きれば、片持ち状に張出さない通常のバルコニーとの部品の共通化を図ることができるう
え、片持ち状のバルコニー２と通常のバルコニーとを連続的に配置することも容易になる
。
【００７２】
　また、従来は小梁２３,…の上に根太を設置していたが、この根太を配置せずに小梁２
３,…の上に直接的に面材を貼設することによって、部品点数を削減し、施工性を向上さ
せることができる。
【００７３】
　(参考例２)
　図９は、図１の並設部取付金具とは異なる構成の並設部取付金具が用いられた参考例２
のバルコニーの説明図であり、(a)は分解斜視図、(b)は平面図である。
まず、構成を説明する。
【００７４】
　参考例２の並設部取付金具３４は、建物ユニット１２に固定する取付部３４ａと、取付
部３４ａから床パネル張出し方向に突出する突出部３４ｂと、を備えている。
【００７５】
　取付部３４ａは、建物ユニット１２の柱１２ｂに固定する平板状の固定部３４ａａと、
固定部３４ａａから床パネル張出し方向に延在する断面Ｌ字状の延在部３４ａｂと、を有
している。延在部３４ａｂは、固定部３４ａａに溶着している。また、延在部３４ａｂは
、固定部３４ａａの中心から建物ユニット１２の中心側にオフセットした位置に固定して
いる。
【００７６】
　突出部３４ｂは、並設する床パネル２６,２６の一方の妻梁２１の端面に設けた平板状
の固着プレート３６ａと、この固着プレート３６ａから建物ユニット１２に向かって突出
した平板状の取付用プレート３６ｂと、を有するブラケット３４ｂａと、互いに隣接する
妻梁２１,２１の間に挟まれる補強プレート３４ｂｂと、を備えている。
【００７７】
　固着プレート３６ａは、妻梁２１の端面に溶着している。取付用プレート３６ｂは、延
在部３４ａｂに対向配置され、図示しないボルトを介してこの延在部３４ａｂに取付けら
れる。
【００７８】
　補強プレート３４ｂｂは、少なくとも互いに隣接する妻梁２１,２１の略半分の長さを
有する鋼板であり、その板背（高さ）は床パネル２６の仕上がり面より上に突出しないよ
うに形成する。そして、この補強プレート３４ｂｂを挟んだ状態で、ボルトＢにより隣り
合う妻梁２１、２１を互いに固定する。
【００７９】
　次に、作用を説明する。
この参考例２の並設部取付金具３４を介して、並設する床パネル２６,２６を取付けるに
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は、まず、建物ユニット１２の柱１２ｂに設けた取付部３４ａの延在部３４ａｂと、一方
の妻梁２１に設けた突出部３４ｂの取付用プレート３６ｂを対向させる。このとき、延在
部３４ａｂが断面Ｌ字状であるため、この延在部３４ａｂに取付用プレート３６ｂを仮置
きでき、位置決めを容易に行うことができる。
【００８０】
　そして、延在部３４ａｂと取付用プレート３６ｂを、図示しないボルトを介して固定し
、一方の妻梁２１を建物ユニット１２に固定する。
【００８１】
　その後、補強プレート３４ｂｂを挟んで並設する他方の妻梁２１を、既に建物ユニット
１２に固定された一方の妻梁２１に固定する。このとき、延在部３４ａｂが建物ユニット
１２の中心側にオフセットした位置に固定しているので、並設する妻梁２１,２１の床パ
ネル接合面Ｓ１と、隣接する建物ユニット１２,１２の建物ユニット接合面Ｓ２との位置
を一致させることができる（図９(b)参照）。
【００８２】
　また、補強プレート３４ｂｂを妻梁２１,２１間に挟むことで、梁背の高さを小さくし
ても床パネルの撓みを防止することができ、床パネル全体の厚みを薄くできる。
【００８３】
　図１０～図１５は、本発明に係るユニット建物およびバルコニーを示したものである。
このユニット建物は、バルコニー取付構造以外のバルコニー２や建物ユニット１２の基本
的構造が参考例１のバルコニー２や建物ユニット１２の基本的構造と同じである。従って
、参考例１のバルコニー２や建物ユニット１２の構造用いて、以下に本発明に係るユニッ
ト建物やバルコニーを説明する。
　図１０は、この発明に係るバルコニーの並設部取付金具の説明図であり、(a)は斜視図
、(b)は要部平面図、(c)は正面図である。
【００８４】
　並設部取付金具３７は、建物ユニット（ここでは図示せず）に固定する取付部３７ａと
、取付部３７ａから床パネル張出し方向に沿って突出する突出部３７ｂと、を有している
。
【００８５】
　取付部３７ａは、隣接する建物ユニットの双方にまたがって固定可能な幅を有する板材
により形成する。この取付部３７ａには、ボルト等により建物ユニットに取付けるための
取付孔が形成されている。
【００８６】
　突出部３７ｂは、断面逆Ｔ字状を呈する鋼材により形成し、溶接により取付部３７ａの
中央に固定している。この突出部３７ｂには、ボルト等により妻梁を固定するための取付
孔が形成されている。さらに、この突出部３７ｂの基部の両側には、補強板３７ｃ,３７
ｃが２段ずつ設けられている。
【００８７】
　この並設部取付金具３７では、突出部３７ｂの両側を補強板３７ｃ,３７ｃで補強する
ことで、補強強度の向上を図ることができ、床パネルの撓みや振動等をさらに抑制するこ
とができる。
【００８８】
　(変形例１)
　図１１は、この発明にかかるバルコニーの並設部取付金具の変形例１を説明する分解斜
視図である。
【００８９】
　変形例１の並設部取付金具３８は、建物ユニット１２に固定する取付部３８ａと、取付
部３８ａから床パネル張出し方向に沿って突出する突出部３８ｂと、を有している。
【００９０】
　取付部３８ａは、互いに隣接する建物ユニット１２,１２の一方の柱１２ｂに取付ける



(12) JP 5520002 B2 2014.6.11

10

20

30

40

50

平板鋼板からなる第一取付部３９ａと、他方の柱１２ｂに取付ける平板鋼板からなる第二
取付部３９ｂと、を有している。第一,第二取付部３９ａ,３９ｂは、それぞれ床パネル張
出し方向に突出する突出部保持板４０と、桁梁保持板４１と、を備えると共に、柱１２ｂ
に固定するためのボルト(図示せず)が貫通する複数の貫通孔４３が形成されている。
【００９１】
　各突出部保持板４０,４０は、互いに近接する位置に設けられた平板鋼板からなり、第
一,第二取付部３９ａ,３９ｂに溶着している。これらの突出部保持板４０,４０には、そ
れぞれ一対のボルト貫通孔４０ａ,４０ａが形成されている。このボルト貫通孔４０ａ,４
０ａには、突出部３８ｂを貫通保持するボルトＢが貫通する。
【００９２】
　また、各桁梁保持板４１,４１は、互いに離反する位置に設けられた平板鋼板からなり
、第一,第二取付部３９ａ,３９ｂに溶着している。これらの桁梁保持板４１,４１には、
それぞれ複数のボルト貫通孔４１ａ,…が形成されている。このボルト貫通孔４１ａ,…に
は、床パネルの桁梁を固定するボルト（図示せず）が貫通する。
【００９３】
　突出部３８ｂは、並設する一対の床パネルの妻梁に挟まれるものであり、床パネル（図
示せず）に仕上がり面より上に突出しない大きさの板背（高さ）を有する帯状の平板鋼板
から形成されている。この突出部３８ｂの一端部には、ボルトＢが貫通する一対のボルト
貫通孔３８ｃ,３８ｃが形成され、中間部には、突出方向に並ぶ複数の妻梁固定用のボル
ト貫通孔３８ｄ,３８ｄが形成されている。
【００９４】
　この変形例１の並設部取付金具３８では、突出部３８ｂが隣接する建物ユニット１２,
１２の接合面に沿って突出することができると共に、これらの建物ユニット１２,１２の
両方で突出部３８ｂを支持することができる。
【００９５】
　このため、突出部３８ｂを安定して支持することができ、床パネルの撓み等の発生を防
止できる。
【００９６】
　(変形例２)
　図１２は、この発明にかかるバルコニーの並設部取付金具の変形例２を説明する斜視図
である。
　図１３は、図１２に示す並設部取付金具を適用したバルコニーの並設部の構成を示す平
面図である。
　図１４は、(a)は図１３におけるＡ－Ａ断面図であり、(b)は図１３におけるＢ－Ｂ断面
図であり、(c)は図１３におけるＣ－Ｃ断面図である。
　図１５は、図１３に示すバルコニーの並設部の側面図である。
【００９７】
　変形例２の並設部取付金具４５は、建物ユニット１２に固定する取付部４５ａと、取付
部４５ａから床パネル張出し方向に沿って突出する突出部４５ｂと、を有している。
【００９８】
　取付部４５ａは、隣接する建物ユニット１２,１２の双方にまたがって固定可能な幅を
有する板材により形成する。この取付部４５ａには、ボルト等により建物ユニットに取付
けるための取付孔が形成されている。
 
【００９９】
　突出部４５ｂは、並設する床パネル２６,２６の妻梁２１,２１の間に挟まれて接合され
る第一突出部４６ａと、
　隣接する建物ユニット１２,１２の床梁１２ａ，１２ａ間に挟まれて接合される第二突
出部４６ｂと、を有している。
【０１００】
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　第一突出部４６ａは、断面逆Ｔ字状を呈する鋼材により形成し、取付部４５ａに溶着し
ている。この第一突出部４６ａの垂直方向に起立するウェブ４６ｃには、ボルト等により
妻梁２１,２１を固定するための複数の取付孔が形成されている。また、第二突出部４６
ｂは平板形状を呈する鋼材により形成し、取付部４５ａに垂直方向に起立した状態で溶着
している。この第二突出部４６ｂにも、ボルト等により建物ユニット１２,１２を固定す
るための複数の取付孔が形成されている。ここで、図１４(b),(c)に示すように、第一突
出部４６ａのウェブ４６ｃの高さは、床パネル２６の妻梁２１の梁背よりも僅かに高くな
っている。
【０１０１】
　この変形例２の並設部取付金具４５では、突出部４５ｂが床パネル２６側と建物ユニッ
ト１２側とのそれぞれに突出しているので、床パネル接合面Ｓ１と建物ユニット接合面Ｓ
２との間にズレが生じにくくなり、安定して床パネル２６を設置することができる。
【０１０２】
　(変形例３)
　図１６は、図１のバルコニーの出隅部の他の構成を説明する変形例３の説明図であり、
(a)は平面図、(b)は図１６(a)におけるＤ－Ｄ断面図である。
【０１０３】
　この変形例３は、床パネル２６の出隅部を建物ユニット１２に固定する取付金具の変形
例であり、この取付金具４７は、建物ユニット１２の柱１２ｂにボルトＢにより固定され
た平板状の取付部４７ａと、この取付部４７ａに溶着された平板状の突出部４７ｂと、を
有している。
【０１０４】
　ここで、突出部４７ｂは、建物ユニット１２に沿って、つまり取付部４７ａに対して平
行に延在しており、取付部４７ａから突出した部分（図１６(a)においてαで示す部分）
には、床パネル２６をボルトＢで固定するための取付孔が形成されている。
【０１０５】
　この出隅部の変形例では、取付部４７ａと突出部４７ｂとが平行になっているため、建
物ユニット１２からの床パネル２６の張出し量を抑制することができる。
【０１０６】
（参考例３）
　図１７は、図１の並設部取付金具とは異なる並設部取付金具を用いた参考例３のバルコ
ニーの斜視図である。この参考例３のバルコニーは、１つの取付金具に対して１つの床パ
ネルを取付ける構成としたものである。
【０１０７】
　まず、参考例３の構成を説明する。
　この参考例３のバルコニー２Ａは、図１７に示すように、妻梁２１,２１及び桁梁２２,
２２を矩形に組み合わせた床パネル２６と、建物の構造体である２階の床梁１２ａ又は柱
１２ｂに配置した取付金具としての第一取付金具５１、第二取付金具５２、受金具５３と
、を備えている。
【０１０８】
　このバルコニー２Ａは、一対の床パネル２６,２６を建物ユニット１２,１２に沿って妻
方向（短辺方向）に並設して形成する。なお、床パネル２６の構成は参考例１と同等であ
るので説明を省略する。
【０１０９】
　第一取付金具５１は、並設する一対の床パネル２６,２６同士が隣接する並設部を支持
する取付金具であり、図１８及び図１９に示すように、建物ユニット１２の柱１２ｂに固
定する取付部５１ａと、取付部５１ａから床パネル２６の張出し方向に沿って突出する突
出部５１ｂと、を有している。この第一取付金具５１は、取付部５１ａを一対のボルトＢ
１,Ｂ１により建物ユニット１２の床梁１２ａに固定することで、建物ユニット１２に取
付ける。また、突出部５１ｂには、一対のボルトＢ２,Ｂ２により床パネル２６の妻梁２
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１を取付ける。なお、妻梁２１の内側には予めウエルドナットＮ,Ｎを溶接しておく。
【０１１０】
　第二取付金具５２は、床パネル２６の出隅部を支持する取付金具であり、構成は参考例
１の取付金具３１と同等であるので、ここでは説明を省略する。
【０１１１】
　受金具５３は、床パネル２６のユニット建物１に近い方の桁梁２２の中央部近傍を支持
する取付金具であり、構成は図１の受金具３３と同等であるので、ここでは説明を省略す
る。
【０１１２】
　第一取付金具５１の取付部５１ａは、図２０に示すように、鋼板などによって平板状に
形成されるもので、突出部５１ｂの一端が下端部の位置を揃えた状態で溶着されていると
共に、上方と中央付近にはボルトＢ１,Ｂ１がそれぞれ貫通する一対の取付孔５４ａ,５４
ａが設けられている。
【０１１３】
　第一取付金具５１の突出部５１ｂは、図２０に示すように、鋼板などによって断面Ｌ字
の板状に形成されるもので、一端が取付部５１ａに溶着された上で背面側が補強板５１ｅ
,５１ｅによって補強されている。また、垂直方向に起立したウェブ５１ｃには、ボルト
Ｂ２が貫通する一対の取付孔５４ｂ,５４ｂ及び位置合せ用穴５４ｃが設けられている。
そして、水平方向に延びるフランジ５１ｄは、取付ける妻梁２１側に突出している。さら
に、この突出部５１ｂは、取付部５１ａの中心よりも、接合する妻梁２１側に偏位した位
置から突出する（図２０(c)参照）。
【０１１４】
　さらに、一対の取付孔５４ｂ,５４ｂは、取付部５１ａ側に配置したものほど、突出部
５１ｂの下端部、すなわちフランジ５１ｄからの距離が小さい。つまり、図２０(b)にお
いて、H1＞H2となっている。
【０１１５】
　次に、参考例３の作用を説明する。
　この参考例３のバルコニー２Ａを建物ユニット１２に設けるには、まず、建物ユニット
１２に第一取付金具５１、第二取付金具５２、受金具５３をそれぞれ取付ける。ここで、
各取付金具は、予め工場内で溶接組立されており、ユニット建物１の施工現場では、ボル
トＢ１,Ｂ１等によって建物ユニット１２の所定位置に取付けられる。また、第一取付金
具５１、第二取付金具５２、受金具５３は、それぞれ１つの床パネル２６ごとに１つずつ
使用される。
【０１１６】
　次に、床パネル２６を各取付金具に固定し、バルコニー２Ａを形成する。ここで、床パ
ネル２６は、予め工場内で妻梁２１と桁梁２２とが矩形に組み合わされると共に、その内
側に小梁２３,…が配置される。さらに、図２１においてドットで示す領域には、小梁２
３,…の上に野地天等からなる床板が、予め工場内で設置される。
【０１１７】
　一方、この床パネル２６を第一取付金具５１に取付けるには、床パネル２６の外側から
のボルト締結作業によって行う。すなわち、図２２に示す並設部では、互いに隣り合う第
一取付金具５１,５１の各突出部５１ｂ,５１ｂが、それぞれ取付部５１ａの中心よりも、
接合する妻梁２１側に偏位した位置から突出しているため、隣接する突出部５１ｂ,５１
ｂ間に空間Ｓが生じている。この空間Ｓを利用して、床パネル２６の下方からボルト締結
作業を行う。つまり、第一取付金具５１に対して妻梁２１を位置決めしたら、床パネル２
６の下方から空間ＳへボルトＢ２を挿入し、空間Ｓ側から突出部５１ｂの取付孔５４ｂへ
ボルトＢ２を差し込む。このとき、妻梁２１は、位置合わせした状態で突出部５１ｂのフ
ランジ５１ｄ上に配置されているので、ボルトＢ２がナットＮに螺合することで第一取付
金具５１に妻梁２１を固定することができる。
【０１１８】
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　これにより、床パネル２６の外側からのボルト締結作業によって床パネル２６を固定す
ることができる。なお、妻梁２１と突出部５１ｂとの位置合せ作業も、床パネル２６の外
側から行うことができる。
【０１１９】
　この結果、図２１においてドットで示す領域への床板設置作業を予め工場内で実施して
おくことができ、参考例１の場合と比較して予め床板を設置可能な領域を拡大することが
できる。このため、建物施工現場での施工作業性の向上を図ることができる。
【０１２０】
　また、妻梁２１を突出部５１ｂのフランジ５１ｄに仮置きできるため、さらに作業性の
向上を図ることができる。
【０１２１】
　さらに、突出部５１ｂのウェブ５１ｃに設けた一対の取付孔５４ｂ,５４ｂは、取付部
５１ａ側に配置したものほど、突出部５１ｂの下面であるフランジ５１ｄからの距離が小
さい。このため、突出部５１ｂの取付部５１ａ側が自重で下方に引っ張られても、取付孔
５４ｂ,５４ｂが上下にずれているので、床パネル２６を取付ける際の水平調整を容易に
行うことができる。
【０１２２】
　なお、図２１中２１ｃは、妻梁２１に形成された吊り金具用孔であるが、この吊り金具
用孔２１ｃは露出させておく必要がある。この吊り代部分(図２１においてドットが付さ
れていない領域)では、床パネル２６の固定後、建物施工現場にて野地天等からなる床板
の設置を行う。
【０１２３】
　また、図２２に示すように、突出部５１ｂの板背であるウェブ５１ｃが、妻梁２１の梁
背とほぼ同じ高さであるため、このウェブ５１ｃが床パネル２６の仕上がり面である床板
５７より上に突出しないようになっている。このため、突出部５１ｂを保護するためのカ
バーを設ける必要がなくなる。また、床パネル２６の下面（軒天面５７ａ）側にも突出部
５１ｂが張り出さず、平坦に仕上げることができる。
【０１２４】
　さらに、この参考例３のバルコニーでは、１つの床パネル２６に対して１つの第一取付
金具５１を使用する構成になっている。このため、並設部における第一取付金具５１が負
担する床パネル２６の荷重を、参考例１の場合と比較して軽減することができる。その結
果、突出部５１ｂの板背の高さを抑制することができ、突出部５１ｂを小型化・軽量化で
きると共に、作業性の向上やコスト削減を図ることができる。
【０１２５】
　次に、参考例３の効果を説明する。
　この参考例３のバルコニーにあっては、下記に挙げる効果を得ることができる。
【０１２６】
　(7) 取付部５１ａは、建物ユニット１２に沿う板材により形成し、突出部５１ｂは、取
付部５１ａの中心よりも、接合する床パネル２６の妻梁２１側に偏位した位置から突出し
ている。
このため、床パネル２６の取付作業を妻梁２１の外側から行うことができるので、工場内
で予め行うことができる床板設置領域の拡大を図ることができ、建物施工現場での作業性
の向上を図ることができる。また、１つの第一取付金具５１で１つの床パネル２６を支持
することになり、第一取付金具５１が負担する荷重を軽減することで、突出部５１ｂを小
型化・軽量化できると共に、作業性の向上やコスト削減を図ることができる。
【０１２７】
　(8) 突出部５１ｂは、突出方向に並ぶ複数の取付孔５４ｂ,５４ｂを有し、この複数の
取付孔５４ｂ,５４ｂは、取付部５１ａ側に配置したものほど突出部５１ｂの下面である
フランジ５１ｄからの距離が小さくなっている。
このため、床パネル２６の水平方向の位置合せを容易に行うことができ、取付作業性のさ
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らなる向上をはかることができる。
【０１２８】
　(参考例３の変形例Ａ)
　図２３に、参考例３の変形例Ａのバルコニー２Ａの変形例１を示す。
【０１２９】
　この変形例Ａのバルコニー２Ａでは、一対の床パネル２６,２６を並設する並設部に排
水用の軒樋６０を設け、この並設部をいわゆる水下とする構成にした。
【０１３０】
　この場合、軒樋６０及び床パネル２６の出隅部（図示せず）から軒樋６０までの領域の
床板６１は、予め工場内で組み立てておく。そして、建物施工現場において、並設部に配
置された取付金具５１に床パネル２６を固定した後、この並設部にまたがって床板継材６
２を設置する。
【０１３１】
　このため、この水下となる並設部では、床板継材６２により床面を平坦にすることがで
きる。
【０１３２】
　以上、図面を参照して、本発明の実施例を詳述してきたが、具体的な構成は、この実施
例に限らず、本発明の要旨を逸脱しない程度の設計的変更は、本発明に含まれる。
【０１３３】
　例えば、上述した例では、並設部取付金具３２の突出部３２ｂが妻梁２１の略半分の長
さに形成される場合について説明したが、これに限定されるものではなく、突出部３２ｂ
と妻梁２１を略同一長さに形成するものであってもよい。
【０１３４】
　また、上述した例では、並設部取付金具３２又は取付金具５１を床パネル２６,２６が
隣接する並設部（接合部）に用いる場合について説明したが、これに限定されるものでは
なく、上記並設部取付金具３２や取付金具５１を入隅部や出隅部に適用することもできる
。
【０１３５】
　さらに、上述した例では、受金具３３,５３を用いる場合について説明したが、これに
限定されるものではなく、必要な取付強度を確保できれば、受金具３３は用いなくてもよ
い。
【符号の説明】
【０１３６】
１　 ユニット建物（建物）
１２ 建物ユニット
１２ａ 床梁（建物の構造体）
１２ｂ 柱（建物の構造体）
２ バルコニー
２１ 妻梁（梁材）
２１ａ 取付部
２１ｂ 突出部
２２ 桁梁（梁材）
２３ 小梁
２６ 床パネル
３３ 受金具
３７並設部取付金具
３７ａ 取付部
３７ｂ 突出部
３８ 並設部取付金具
３８ａ 取付部
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３８ｂ 突出部
３８ｄ ボルト貫通孔（取付孔）
３９ａ 第一取付部
３９ｂ 第二取付部
４０ 突出部保持板
４１ 桁梁保持板
４５ 並設部取付金具
４５ 突出部
４５ａ 取付部
４６ａ 第一突出部
４６ｂ 第二突出部

【図１】 【図２】
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【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】
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【図１９】

【図２０】

【図２２】

【図２３】

【図２１】
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